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3-3 トラフィック

インターネットトラフィックの現状と
動向

長 健二朗 ●株式会社 IIJイノベーションインスティテュート
福田 健介 ●国立情報学研究所

リッチコンテンツの流通やスマートフォンなど利用形態の多様化など
で、ブロードバンドトラフィックの増加率が再び上昇傾向にある中、定
額制の音楽／映像配信サービスの開始でさらなる伸びも予想される。

■インターネットの国内トラフィック量
　国内インターネットトラフィックの集計が、国
内 ISP 5社、学会の研究者、ならびに総務省の協
力によって、2004年から継続的に行われている。
ここではその値を基に、トラフィック量の現状
について概説する。トラフィック量を把握する
ことは今後を予想する上で、また技術やインフラ
への投資を考える上で欠かせない。中でも、トラ
フィックの増加率は長期的な計画を立てる際に重
要である。
　日本では2001年ごろからブロードバンドが普
及し始め、2015年 6月時点で約 4000万加入と
なっている。2005年ごろからはDSLから光ファ
イバーへの移行が進み、総契約数の約67％が光
ファイバーとなったほか、1Gbpsを超える接続
サービスの普及も始まった。このように、世界的
に見ても日本は最速のブロードバンド環境となっ
ている。
　2000年代初頭までは、大手IXの合計トラフィッ
ク量がおおむね国内インターネットトラフィッ
ク量に相当していた。しかし後述するように、IX
のトラフィック量だけでは国内インターネット
の傾向を知るのが難しくなってきている。そのた

め、ISP側の集計によるトラフィック調査を行っ
ている。

■協力 ISPによるトラフィック量調査
　トラフィックデータの集計は、総務省データ通
信課を事務局とし、学界の研究者と国内 ISP 5社
が協力して行っている。データを提供している協
力 ISPは、インターネットイニシアティブ（IIJ）、
ケイ・オプティコム、KDDI、NTTコミュニケー
ションズ、ソフトバンク（旧ソフトバンクBBお
よび旧ソフトバンクテレコム）の5社・6ネット
ワークである。
　調査の目的は、国内バックボーンにおけるトラ
フィック量の基礎データを開示することによっ
て、事実に基づいた健全なインターネットの発
展に寄与することである。企業機密であるトラ
フィック情報は、事業者からの開示が難しい。そ
のためデータの入手が難しく、推測あるいは一部
の偏ったデータを基に議論や判断がなされかねな
い。そこで、産官学の連携によって、トラフィッ
ク情報の秘匿性を維持しつつ、協力 ISP全社の合
計値としてトラフィック量を公開している。集計
結果は総務省の報道資料として公開し、多くの文
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献で参照されている。

■収集データ
　測定対象は、ISP境界を越えるトラフィックで
ある。一般に ISP境界は、顧客と接続するカスタ
マー境界と、他の ISPと接続する外部境界に分け

られる。ISP境界におけるトラフィックについて
は、協力 ISPとの協議の結果、各社の実運用と整
合する共通分類を定義している（資料3-3-1）。収
集したデータは、各 ISPが独自に集計したトラ
フィックを個別 ISPのシェアなどが分からないよ
うに合算し、結果を開示している。

資料3-3-1　定義した ISP境界における5つのトラフィック分類

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

　データはトラフィック分類ごとに、SNMPの
インターフェースカウンター値を2時間粒度で1
か月分収集している。2時間粒度のデータによっ
て、各 ISPで大きなトラフィック変化があった場
合にも特定が可能となる。
　前回の測定値や IXでの測定結果と比較して食
い違いがある場合には、原因の究明を行うように
している。原因には、ネットワーク構成の変更、
障害、SNMPデータの抜け、インターフェースグ
ループ分けの不備などが挙げられる。トラフィッ
ク量に予想外の変化が見つかった場合には、当該
ISPに確認を依頼し、必要があればデータを再提
出してもらう確認体制を取っている。

　集計を開始した2004年9月から3か月間は毎月
データを収集したが、データの一貫性が検証され
たので、その後は年に2度、5月と11月に計測・収
集を行うようにした。協力 ISP各社には、調査の
意義を理解した上でデータ収集に協力してもらっ
ている。
　2011年5月に、主要 IXに2社を追加したほか、
国内総トラフィックの推計方法を変更している。
主要 IXの追加に関しては、これまでの日本イン
ターネットエクスチェンジ（JPIX）、JPNAPサー
ビス、NSPIXPに、BBIXとエクイニクス（Equinix）
の2つを追加した。国内総トラフィックの推計に
ついては、それまでは協力 ISPの主要 IXにおける
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トラフィックシェアを基にブロードバンドの国内
総トラフィックの推計を割り出していたが、後述
するような理由で、協力 ISPのブロードバンド契
約数シェアを基に割り出す方法に変更した。

■集計結果
　以下に示すデータは、協力 ISP5社・6ネット
ワーク分のデータの合算値である。なお、INと
OUTは、ISP側から見たトラフィックの流入と流
出の方向を表す。

●カスタマートラフィック
　資料3-3-2は、2015年5月の週間カスタマート
ラフィックを示したものである。これは、全社の
DSL／ケーブルテレビ／FTTHカスタマーの合計
値で各曜日の同時間帯を平均した値である。休日
はトラフィックパターンが異なるため除いて集計
していることから、月間平均トラフィック合計値

（後述の資料3-3-4）とは若干異なる。
　ブロードバンドカスタマー（資料3-3-2（上））
における一日のピーク時間は、21～23時である。
平日は夕方からトラフィックが増えて深夜を過
ぎると急減し、週末は昼間のトラフィックが増え
る。これは、家庭での利用形態を反映していると
みられる。2015年5月は、平均でIN側515Gbps、
OUT側1862Gbpsの流量がある。変動分はウェ
ブブラウザーでのクリックなど利用者の操作がト
リガーとなっているトラフィックと考えられ、一
方、定常分の多くは機械的に発生するトラフィッ
クが占めると推測できる。ブロードバンド以外
のカスタマー（資料3-3-2（下））では INとOUT
がほぼ同量となっており、時間別の変動や定常部
分の割合といった家庭利用の特徴が出ている。こ
れは、ホームユーザー向けサービスや下流にある
ISPのホームユーザーの影響だとみられる。

資料3-3-2　2015年5月の週間カスタマートラフィック：ブロードバンドカスタマー（上）、ブロードバンド以外の
カスタマー（下）

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」
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●外部トラフィック
　資料3-3-3は、2015年5月の週間外部トラフィ
ックを示したものである。主要 IXトラフィック
（上）、その他国内トラフィック（中）、国際トラ
フィック（下）のいずれのパターンも、ホームユー
ザーのトラフィックの影響を大きく受けているこ
とが分かる。その他国内トラフィックと国際トラ
フィックでは、OUTに比べて INが大きくなって

いる。
　資料3-3-4は、2004年からの項目別月間平均ト
ラフィック合計値を示したものである。前述のよ
うに、2011年5月から主要 IXが5社に変更され
ているため外部トラフィック（B1～B3）にその
影響が反映されているが、全体の傾向に大きな影
響はないことが確認できる。

資料3-3-3　2015年5月の外部トラフィック：主要 IX（上）、その他国内（中）、国際（下）

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」
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資料3-3-4　項目別月間平均トラフィック合計値推移

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

●トラフィックの増加傾向
　資料3-3-5に、カスタマートラフィックと外部

トラフィックの増加傾向を示す。

資料3-3-5　トラフィックの増加傾向：カスタマートラフィック（左）、外部トラフィック（右）

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」
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　ここ数年のトラフィックの傾向として、以下の
点が挙げられる。
　ブロードバンド（A1）に関しては、2014年5月
と2015年5月を比較すると、INで年率29％、OUT
で年率47％の伸びとなっている。トラフィック
の増加率の推移を見ると2010年を底に再び上昇
傾向にあり、ダウンロード量はこの5年で3.5倍
になっている。その要因としては、アクセス網イ
ンフラの整備が進んだことに加え、ビデオに代表
されるコンテンツのリッチ化の進行や、スマート
フォンの利用拡大に伴う利用形態の多様化など、
複数が挙げられる1。アップロード量の増加につ
いては、クラウド型サービスの普及に伴い、ユー
ザーデータを自動的にアップロードもしくはバッ
クアップするサービスが増えていることも要因と
なっている。
　2013年11月からはその他国内外部（B2）の
INが大きく伸びてきており、今回ついにその他
国際外部（B3）の INを超えた。一方で、その他
国際外部の INの増加が鈍り、OUTは初めて減少
した。これは、従来国外でトラフィック交換して
いたコンテンツ事業者が国内に進出し、国内でト
ラフィック交換するようになったためと考えら
れる。
　さらにここ数年、その他国際外部およびその他
国内外部と、主要IX外部（B1）のトラフィックの
差が拡大している。その理由の一つとして、大手
ISP間のプライベートピアリング（IXを介さない
ピアリング）が広がり、その結果、主要 IXでのパ
ブリックピアング（IXを介したピアリング）から
トラフィックが移行していることが挙げられる。
加えて、従来大手 ISP経由で接続していたコンテ
ンツ事業者が自らネットワークを運用し、直接
ISPと接続するようになってきたことも挙げられ
る2。これらの結果、全トラフィックに対する IX
におけるトラフィックの割合が減少していて、IX

トラフィックだけでは全体の傾向を把握すること
が難しくなってきている。また、その他国際とそ
の他国内の INの伸び率が高くなっている。これ
も国内外のコンテンツ事業者やCDN事業者が提
供する人気コンテンツのトラフィック量が増えて
いるためだと考えられる。

■国内総トラフィックの推計
　ここでは、協力 ISPから得られた数字を基に、
国内総トラフィックの推計を試みる。
　2010年までは、IXにおけるトラフィック量に
対する協力 ISPのシェアを基に、総トラフィック
を推計していた。具体的には、協力 ISPの主要 IX
外部のOUTとIX側で測定したINの総量との比率
から、IXトラフィック量における協力 ISPのシェ
アを求める。他のトラフィック項目においても協
力 ISPのシェアが同じと仮定し、各項目の値をこ
のシェアの値で割ることで国内総トラフィック量
を推計する。
　しかし、2008年まで42％程度で安定していた
IXトラフィックシェアは、2009年から減少に転
じた。これは前述のように、国内全体で IX経由
のパブリックピアリングから、IXを経由しないプ
ライベートピアリングやトランジットへの移行が
進んでいることや、従来は大手 ISPのトランジッ
トに依存していたコンテンツ事業者が自身でネッ
トワーク運用をして ISPとピアリングをするよう
になってきた影響だと思われる。その結果、IXト
ラフィックシェアがブロードバンドトラフィック
シェアを反映しなくなり、総量を過剰に推計して
しまう問題が出てきた。
　そこで、ブロードバンドトラフィックの総量に
関しては、2011年から協力 ISPのブロードバン
ド契約数のシェアを使って推計する方法に変更し
た。過去のデータについても、契約数シェアを基
にした値に修正を行った。
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　その他のトラフィックに関してはブロードバン
ド契約数とは関係しないため、従来通りの IXト
ラフィックシェアを基にした値を用いている。そ
の他のトラフィックは前述のように ISP 3社から
しか提供されていないため、この3社の IXにおけ
るトラフィックシェアから総トラフィック量を計
算している。
　推計したカスタマートラフィック（ブロードバ
ンドおよびその他）の国内総量の数値データを資
料3-3-6に、そのグラフを資料3-3-7に示す。
　資料3-3-7左の「Mobile」は、3GやLTEなどの移
動通信のトラフィック量を示している。2015年

6月の移動通信の平均ダウンロード量は891Gbps
となっていて、固定ブロードバンドの推計総ダ
ウンロード量4440Gbpsの20％のボリュームと
なっている。
　その他トラフィックの総量の推計値に関して
は3社からしかデータ提供がなく、その変動も大
きいため、推計結果にも大きなばらつきが見られ
る。さらに、2011年から IXが2社増えた影響で
協力 ISP 3社の IXトラフィックシェアが減少し、
結果として推計総量が増えていると思われること
から、その他トラフィックの総量の推計値はあく
まで参考値として捉えていただきたい。

資料3-3-6　カスタマートラフィックの国内総量の推計値

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」
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資料3-3-7　ブロードバンド（左）およびその他（右）トラフィックの総量推計値の推移

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

■まとめ
　ブロードバンドトラフィック量は着実に増加し
ており、その増加率も上昇傾向にある。ブロード
バンド契約数はほとんど増えていないので、契約
当たりのトラフィックが増えていることになる。
これは、ビデオコンテンツなどによってコンテ
ンツのボリュームが増加していることに加え、ス
マートフォンなど利用デバイスの多様化が進みク
ラウドベースの多様なサービスの利用が広がって
いることも要因であろう。さらに、2015年は大

手コンテンツ事業者が相次いで定額制の音楽配信
サービスやビデオ配信サービスを始めた。このよ
うな聞き放題あるいは見放題のサービスが定着す
れば、今後、さらにトラフィック量が伸びること
が予想される。
　 ISP間のトラフィックについては、大手 ISP間
で交換されるトラフィックシェアが減少する一方
で、国内外のコンテンツ事業者やCDN事業者の
存在感が増している。
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